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報告第１３号

   株式会社キャトルセゾン松帆の令和５年度決算書類の提出の件  

株式会社キャトルセゾン松帆の令和５年度決算書類について、地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり提出する。

  令和６年９月２日提出

淡路市長 門  康 彦



第２６期事業報告書

（目

　

令和５年４月１日

　

至

　

令和６年３月３１日）

　

令和５年度は、 それまでの新型コロナウィルス感染症と、 それに続く原油価

格・物価高騰による影響を引きずりつつ、社会・経済における環境変化 （インボ

イス制度導入・賃上げやデジタル化等の波） への対応を迫られた１年でした。

　

また、 前年の不調の影響も一段落し入浴者数も増加へと転じました。加えて

後半には、 物販売上、 レストラン売上も増加し、 又新スタッフの入社により新

たな局面となりました。 しかし全面回復とまでは至りませんでした。

　

当社の対応として、改装工事の不備の是正、積極的な物販商品入れ替え、 レ

ストランメニューの変更を行ないました。 秋から冬にかけての好天候による淡

路島への来島者の増加により入浴者数も増加しました。

　

赤字であった前年との営業比較となりますが、４月から５月は改装営業を継

続した結果前年度を割ってしまいました。６月からの棚の入れ替え品物の見直

し、 ７月からは人とメニューの見直しにより物販とレストランは売上を増加さ

せる事となりました。 通年では、 入浴者数は、 １７７千人台（前期比１１３％）

全体売上高は、 １８６百万円 （前期対比

　

１１６％、 ２８，７６３千円増） とな

りました。 収支面では、 雇用助成金の返還、 固定資産除却等によりマイナス８，
２３９千円 （前期比２，１４９千円減） の赤字となりました。

　

営業面の取組みは、 積極的に行いました。 横断幕の更新、 インターネット広

告、宿泊施設への割引クーポン配布、島内観光施設・観光案内所へのパンフレ

ット設置など、地道では有りますが、集客に向け出来る手段を実施致しました。
特に夏休み前の「夏休み特別割引クーポン券」は、高い回収結果を残しました。

　

また、 ふれあい商品券の取り込みを狙って販売した８年目の 「プレミアム入

浴券」 は好評で、夏・冬販売分とも増加となりました。

　

温浴部門では、 入浴者は、 前年より９， ５４５人の増加と入浴料金の値上げ

に伴い売上高１１２，９６６千円（前期比１０，５２７千円の増）となりました。
クーポン券の配布などの積極戦略が功を奏しました。

　

物販部門では、 売上高３２，０２７千円 （前期比

　

６， ７８７千円の増）の結

果となりました。季節に合わせた商品や色合いを強く出すなどの工夫をこらし、
海産物の販売や玉ねぎなど淡路島の魅力あるお土産を増やすなど商品の選別を

図りました。 また、 商品棚の改善、 ポップ等の刷新なども進めました。

　

飲食部門では、 売上高４０，８７４千円 （前期比１１， ４４８千円増） となり

ました。 パスタを中心としたメニューからどんぶりにシフト、 仕入の見直し経

費管理によって今後、収益の改善につながってくるもと考えております。 今期

は、 新たな従業員の採用や人手不足の改善をはじめ働きやすい職場になるよう

取組みました。
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株式会社 キャトルセゾン松帆
目

　

令和

　

５年 ４月

　

１日
製

　

造 原

　

価

　

報

　

告

　

書

　　　　　　　　　　

至 令和

　

６年

　

３月 ３１ 日

科

　　　　　　　　　　　

目 金

　　　　　　　　　　　

額

【材

　　　

料

　　　

費】

　

期首原材料棚卸高

主

　

要

　

材

　

料

　

費

　

小

　　　　　

計

　

期末原材料棚卸高

　　　　　　

総

　

製

　

造

　

費

　

用

　　　　　　　　　　

当期 製 品製 造 原価

　

６７３，０４３

１５，０２９，２１７

　　

円

１５，３３２，６９７

（

　　　

１５，７０２，２６０）

　　　　

３６９，５６３

（

　　　

１５，３３２，６９７）

（

　　　

１５，３３２，６９７）

ｈ′

　

′・．ｒ●、・，
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株式会社 キャトルセゾン松帆

株主資本等変動計算書

株主資本

純資産合計
資本金

利益剰余金 株主資本
合計

その他利益剰余金 利益剰余金

　

合計繰越利益剰余金

当期首残高 １７０，０００，０００△３７，１１５，２９５△３７，１１５，２９５１３２，８８４，７０５１３２、８８４、７０５

当期変動額

当期純損益金 △８，２３９，４９３ △８，２３９，４９３ △８，２３９，４９３ △８，２３９，４９３

当期変動額合計 △８，２３９，４９３ △８，２３９，４９３ △８，２３９，４９３ △８，２３９，４９３

当期末残高 １７０、０００，０００△４５，３５４，７８８△４５、３５４，７８８１２４，６４５，２１２１２４，６４５，２１２

；；＼▼
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株式会社 キャトルセゾン松帆

個

　

別

　

注

　

記 表

目

　

令和

　

５ 年 ４

　

月

　

１ 日
至 令和

　

６年

　

３月 ３１日

工． この計算書類は、 「中小企業の会計に関する基本要領」 によって作成しています。

ロ． 重要な会計方針に係る事項に関する注記
１． 資産の評価基準及び評価方法
①

　

有価証券の評価基準及び評価方法

　　

時価のないもの

　　　

移動平均法による原価法

②

　

棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　

最終仕入原価法を採用しています。

　　　　　　　　　

２． 固定資産の減価償却の方法

　　　　　　　　　

① 有形固定資産
Ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　

定率法 （ただし、 平成ｌｏ年４月１日以降に取得した建物 （付属設備を除く。）
は

　　　　　　　　　　　　

定額法） を採用しています。

②

　

無形固定資産

　　

定額法を採用しています。

３． その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
① リース取引の処理方法

　　

リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リース取引につ

　　

いては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。

②

　

消費税等の会計処理

　

消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。

ｍ． 株主資本等変動計算書に関する注記
１． 当該事業年度の末日における発行済株式の数

　　　　　　　　　　　　

３，４００株

２． 当該事業年度の末日における自己株式の数

　　　　　　　　　　　　　　　　

０株

ｌｖ． 一株当たり情報に関する注記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４０，８７４円９７銭

　

１． 純資産額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４４４円６７銭

　

２． 当期純利損失額
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